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東京地下鉄株式会社（本社：東京都台東区 社長：山村 明義）では、公益財団法人メトロ文化財団（会長：

安富 正文）が運営する地下鉄博物館において、2022 年 6 月 7 日（火）～9月 4 日（日）にかけて開催す

る特別展「有楽町線車両のあゆみと収蔵品展～7000系車両を中心として～」に協力いたします。 

有楽町線は、1974（昭和 49）年 10 月、池袋～銀座一丁目間で開業しました。丸ノ内線の池袋から都心

への混雑緩和と池袋から西側の地域を結ぶ役割を担い、さらに皇居周辺の発展に対応することを目的とし

て建設された路線です。その後、部分開業を重ね、1988（昭和 63）年 6 月には和光市～新木場間の全線

が開業しました。 

有楽町線で使用された 7000 系車両は、相互直通運転を行っている西武線及び東武線と車両規格仕様

の統一化をはかったほか、のちに副都心線に対応できる仕様への改造を実施するなど進化していきました。 

1993（平成5）年には、現在東西線で活躍している07系が投入され、2006（平成 18）年には、副都心

線と共用の 10000系車両が登場。さらに 2021（令和 3）年には、新型車両 17000系が登場し、永らく

活躍した 7000系車両は、2022年４月、全て 17000系車両に置き換えられました。 

この特別展では、先日引退を迎えた7000系車両を中心として、有楽町線車両のこれまでのあゆみに着

目し、7000 系車両から 17000 系車両に至る経緯などについて、車両部品の実物展示、写真やパネル等

により紹介いたします。 

                                                                                

【特別展概要】 

１ 期間 

  2022年 6月 7日（火）～9月 4日（日） 

２ 場所 

  地下鉄博物館 企画展示コーナー 

３ 展示内容 

（１）年表 

（２）有楽町線の概要 

（３）有楽町線車両の紹介 

（４）副都心線開業にともなう７０００系車両の変化 

（５）有楽町線新旧風景と 7000系車両豆知識 

（６）実物資料展示 

 

  

 

 

※このニュースリリースは、国土交通記者会、ときわクラブ、都庁記者クラブ、レジャー記者クラブにお配りしています。 

 

 

 

地下鉄博物館 特別展 

「有楽町線車両のあゆみと収蔵品展～7000系車両を中心として～」を開催します！ 

2022年 6月 7日（火）～9月 4日（日） 

１ 場 所  〒134-0084 東京都江戸川区東葛西 6-3-1 
２ アクセス  東京メトロ東西線 葛西駅高架下 
３ 開館時間  10時～17時(入館は 16時 30分まで) 
４ 休 館 日  毎週月曜日(祝日・振替休日となる場合はその翌日)、年末年始 12月 30日～1月 3日  
５ 入 館 料  おとな 220円 こども 100円（満 4歳以上中学生まで） 
６ 電 話  03-3878-5011（10時～17時） 
７ Ｈ Ｐ   http://www.chikahaku.jp/ 
※新型コロナウイルス感染症等の状況により、急遽予定が変更となる場合があります。予めご了承ください。 

http://www.chikahaku.jp/

